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研究成果の概要（和文）：第一に、スウェーデンにおける実地調査をもとに、英語教育の現状分

析を行い、4 つの観点から資料を分析し、今後の日本における英語教育について提言を行った。

第二に、平成 20 年度から 23 年度に実施された更新講習「小学校英語」を担当し、事前の課題

意識調査と事後評価の結果から教材開発及び指導方法を検討した。その結果、理論的な学習に

加えて、ネイティブスピーカーが参加した実習や実践例の紹介など理論と実践を組み合わせた

講習の開発が重要であった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The project is twofold. Based on observations and interviews at primary and 
secondary schools, the first part of the project investigated English language education 
in Sweden and analyzed the data obtained to present implications to improve English 
language teaching at elementary schools in Japan. The second part consists of the 
results of the pre- and post-survey and evaluation by the participants of the teaching 
credential renewal program the current researcher conducted from 2008 to 2011 as 
well as suggestions gained for teaching materials and methods. Finally, it is pointed 
out that in such a program involving native speaking teachers of English is a best way 
to combine theory and practice.    
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１．研究開始当初の背景 

 平成 20年 3月 28日に小学校学習指導要領
の改訂が告示され、小学校 5 年生と 6 年生で
週 1 コマ「外国語活動」を実施することとな

った。また、平成 21 年度より実施される教
員免許更新制の更新講習に先駆け、平成 20

年度に予備講習が実施された。本学は、この
予備講習に参加し、選択講座「小学校英語」
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を 2 日間に渡って開講した。この経験や調査
結果から小学校を対象とした、英語指導のた
めの教材の紹介、教材の使用方法と指導案の
作成、ネイティブスピーカーとのチーム･テ
ィーチングの方法のような講習内容を大学
において開発し、小学校の教育現場に提供す
ることが小学校の教育現場から望まれてい
ることが指摘された。 

 

２．研究の目的 

(1)海外における小学校における英語教育の
現状を分析するとともに、教材に関する研究
を行うことを第一の目的とした。 

 

(2)小学校で英語教育を実施するうえでの教
材開発、指導計画の作成、具体的な授業の実
施、ネイティブスピーカーとの連携ができる
ようになるような講習内容の構成、教材の作
成、修了認定のための方法を明らかにするこ
とを第二の目的とする。 

 

３．研究の方法 

(1) スウェーデンにおける英語教育の現状
を資料を基に分析し、今後の小学校段階にお
ける英語教育の方向性について検討した。 
 
(2)平成 20年度に実施された予備講習選択講
座「小学校英語」および以降の更新講習で実
施された選択講座「小学校英語」の事前の課
題意識調査の結果をもとに、免許状更新講習
の講義内容の構成と教材の作成を行う。第二
に、実施後に事後評価の結果から内容と教材
の再検討を行う。最終年度の平成 23 年度ま
で、実施結果から講習の内容と教材の再検討
を適宜実施した。 
４．研究成果 
(1)スェーデンにおいて実地調査を行った。
これは、講習内容を深めることを目的として
実施したものである。具体的には、スウェー
デンの義務教育における英語教育の現況に
関する文献をもとにした研究である。幅広い
文献によりスウェーデンの９年制基礎学校
（７歳から１６歳）における英語教育制度を
概観するとともに、以下の４つの観点より、
スウェーデンの英語教育を分析している。す
なわち、(1) スウェーデン語と英語の類似性、
(2) スウェーデン文化と英国文化の歴史的
共通性及び近年の英米文化の浸透、(3)EU 加
盟(1995 年)による言語政策の変更、(4)EU が
推奨する外国語教授法 CLIL である。 
 
(2)研究Ⅰ 
四天王寺大学で平成 20 年度に実施された

予備講習の選択講座「小学校英語活動」の受
講者 54 名の事後評価の結果をもとに講習内
容のプログラムの開発及び更新講習の事前
の課題意識調査及び事後評価用紙の内容を

検討することを目的とした。その結果、各教
員の英語活動に関して置かれている状況の
違い、英会話の学習経験や学習意欲が事後評
価の結果に影響していることが示唆された。
また、事前の課題意識調査についても不備が
指摘された。そこで、平成 21 年度更新講習
においては、この点を踏まえた事前の課題意
識調査を実施し、講習内容の改善を検討する
ことが必要であると思われた。 
 
(3)研究Ⅱ 
 本研究では、各教員の英語活動に関して置
かれている状況の違いと英会話の学習経験
や学習意欲を把握する調査用紙を作成し、事
前の課題意識調査を実施し、事後評価の結果
から改善すべき点を検討することを目的と
した。その結果、更新講習に関する項目の事
後評価の平均値の方が予備講習に関する項
目の事後評価の平均値よりも有意に高いか
高い傾向が見られた。筆記試験の内容につい
ては更新講習の方が難しかったと評価され
ていた。また、事前の課題意識調査の調査内
容については、更新講習の方が適切であった
と評価する傾向が見られた。前年度に比べて
講習の内容等について改善されていた。 
 
(4)研究Ⅲ 
本研究では平成 20 年度予備講習と平成 21

年度更新講習の小学校英語活動の講座を受
講した小学校教員を対象に事後評価の自由
記述形式の回答をもとに定性分析により質
的に分析し、講習の効果について検討するこ
とを目的とした。その結果、本講習を受講し
た結果として、図 1 に示したように、［でき
る］と［よい］というカテゴリのようなポジ
ティブな評価と関連する記述が多く見られ
た。この結果は、本講習の受講から得られた
成果が、英語に対する不安感の低下に少なか
らずつながっていることを示していると思
われる。 
 
 

図 1  12 個のカテゴリ間の関連 
 
(5)研究Ⅳ 
本研究では、平成 22 年度及び平成 23 年度

更新講習の事前の課題意識調査結果を数量



 

 

的に分析し、小学校教員を対象とした英語教
育の講習の在り方について平成 21 年度の結
果と比較することにより検討することを目
的とした。その結果、平成 21 年度の調査結
果と同様に、自分自身の英語のコミュニケー
ション能力や英語の発音に対して不安感を
感じていている教員が多かった。また、自由
記述の分析結果から、全体的に自身の英語能
力に加えて、授業に役立つ実践的な内容が求
められていた。さらに、現在の小学校の現状
を踏まえた批判的な意見が見られた。 
 
(6)研究Ⅴ 
本研究では、平成 22 年度及び平成 23 年度

更新講習の事後評価による習得の成果につ
いて数量的に分析し、小学校教員を対象とし
た英語教育の講習の在り方について検討す
ることを目的とした。その結果、平成 21 年
度更新講習と同様に、事後評価の項目の平均
値は全体的に高く、特に、講習内容に対して
高い評価が得られていた。 
 
(7)今後の課題 
①受講者の世代差の問題である。更新講習は、
30 歳代、40 歳代、50 歳代の 3 つの世代の対
象者が受講している。小学校における英語の
指導方法について大学の教員養成課程にお
いて学修した経験がないという点では共通
しており、初めて学ぶこととなる。 
学級担任である小学校教員が単独で英語

活動を指導することにより、児童が興味を抱
く教材開発や他の教科と関連させた指導も
でき、国際理解教育にもつながる。そのため
には、英語指導の理論教育が必要である。学
級担任として、今後さらに英語活動に対する
能力の向上が求められているのである。しか
しながら、各世代において小学校で英語活動
の授業を行う上で、必要としている知識・技
能が異なっていることが見られた。つまり、
英語力の問題だけではなく、世代により児童
を理解する能力や教材開発能力、ALT と連携
する能力に差があり、英語活動の指導全体に
影響するように思われた。また、学校の事情
により多忙な立場にある教員も存在してい
る。このような中で、各世代に求められてい
る講習内容を今後も開発することが必要で
あろう。 
②受講者の能力差の問題がある。本研究の事
前の課題意識調査でも明らかになったよう
に、英会話の学習経験の差がまず考えられる。 
英会話の学習経験の豊富さは、英語への抵抗
感のなさや ALTとの連携にも良い結果をもた
らす。学習経験の差で受講内容を細分化する
と、各講習の受講者数の減少にもつながり更
新講習の採算面の問題も課題となる。 
③所属する小学校の地域差の問題がある。地
域差に関しては、本研究の事前の課題意識調

査でも明らかになったように、ALT の配置数
や研修経験に差があることが示されている。
教育委員会によって対応に差があり、現在も
解消されていないのが現状である。地域の事
情を考慮した内容が求められるであろうが、
更新講習は、対象となる教員自身が自らの判
断で受講する講習の内容を決定し、受講する
ことが前提とされている。講習内容を具体的
に明示することにより、受講者の適切な判断
に任せることが重要である。 
 以上のように、本研究では、３つの課題が
明らかにされた。しかしながら、教員免許更
新制とこれに基づく更新講習の制度は、まだ
始まったばかりであるといえる。今後、現職
教員の研修機関として本学が有効に機能し、
地域の教育現場に資するような研究が今後
も必要であろう。 
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